
二
月
二
〇
日
午
後
、
阿
倍

野
・
楓
林
閣
で
、
大
阪
府
連

主
催
「
２
０
１
１
日
中
春
の

つ
ど
い
」
が
五
〇
名
の
参
加

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
春
の
つ
ど
い
」
開
会
あ

い
さ
つ
を
渡
辺
武
府
連
会
長
が
「
春

節
に
近
い
こ
の
時
期
に
、
例
年
楽
し

い
交
流
の
場
と
し
て
開
い
て
い
ま
す
。

昨
年
の
尖
閣
列
島
で
の
事
件
以
来
、

日
中
間
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
防
衛

大
綱
の
閣
議
決
定
や
、
沖
縄
基
地
問

題
も
大
変
重
要
な
時
期
に
、
い
ま
こ

そ
、
信
頼
に
も
と
づ
く
日
中
不
再
戦
、

平
和
な
軍
事
に
よ
ら
な
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
」
と
友
好
協

会
へ
の
入
会
を
よ
び
か

け
ま
し
た
。

申
森
中
国
領
事

が
「
新
年
好
！
！

最
近
、
街
宣
車
が

領
事
館
の
周
り
に

よ
く
来
て
騒
が
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
第
二
位
に
な

り
ま
し
た
が
、
日
本
と
は
国
づ
く
り

の
現
状
や
生
活
水
準
で
は
、
く
ら
べ

も
の
に
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
中
国

の
発
展
は
日
本
に
と
っ
て
も
良
い
こ

と
で
、
貿
易
額
も
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
国
民
・
民
間
の

友
好
が
大
切
で
、
経
済
交
流
や
人
的

往
来
が
重
要
で
す
。
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

最
高
齢
の
山
本
運
生
さ
ん
（
九
五

才
）
の
元
気
な
音
頭
で
カ
ン
パ
イ
！
！

「
春
の
つ
ど
い
」
の
始
ま
り
で
す
。

内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
ナ
ラ
ン
フ
姉
妹

の
歌
声
は
、
「
お
祝
い
の
歌
や
、
草

原
情
歌
、
ふ
る
さ
と
」
の
三
曲
で
、

美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
ま

し
た
。
片
山
芳

子
さ
ん
の
二
胡

は
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
長
江
の
う
た
、

北
国
の
春
」
を
、
来
日
一
〇
年
の
呂

さ
ん
が
民
族
楽
器
ヒ
ョ
ー
タ
ン
笛
で

「
ホ
タ
ル
の
光
」
を
演
奏
、
太
極
拳

の
表
演
も
あ
り
、
参
加
者
と
各
支
部

の
紹
介
で
は
「
チ
ャ
ム
ス
大
学
で
日

本
語
を
教
え
て
い
た
」

「
新
中
国
に
残
り
医
者
と

し
て
貢
献
し
て
、
最
近
招
待
さ
れ
て

訪
中
し
た
」
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
が
続

き
ま
し
た
。
空
ク
ジ
無
し
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
「
春
の
つ

ど
い
」
は
、
藤
後
博
巳
副
会
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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日
中
春
の
つ
ど
い
に
五
〇
名
盛
大
に
開

く

府連通信

① ３月２８日（月）１０：００～１１：３０

② 午後６：３０～８：００

③ ４月２日（土） １０：００～１１：３０

レッスン会 場：日中友好協会教室

初心者の方を対象にしています。 参加費無料

連絡先：大阪府連06-6372-8131

無料入門レッスンご案内

中
国
電
影
世
界
・
鑑
賞
会

四
月
二
三
日(

土)

五
時
四
五
分
か
ら

｢

小
さ
な
赤
い
花｣

無
料
コ
ー
ヒ
ー

付
大
阪
府
連
合
会
の
文
化
行
事
と
し

て
、
毎
月
中
国
映
画
を
鑑
賞
し
て
い

中
国
の
第
十
一
期
全
国
人
民
代

表
大
会
（
全
人
代
）
が
五
日
開
幕

し
、
温
家
宝
首
相
は
イ
ン
フ
レ
抑

制
が
、
２
０
１
１
年
の
最
優
先
事

項
と
報
告
。

小
康
（
ま
ず
ま
ず
の
生
活
状
況
）

社
会
の
全
面
的
建
設
を
進

め
る
上
で
最
も
重
要
な
時

期
で
あ
り
、
新
五
カ
年
計

画
の
経
済
成
長
率
目
標
は

年
平
均
七
％
に
設
定
、
国

民
の
不
満
要
因
に
な
っ
て

い
る
貧
富
の
差
縮
小
に
向

け
、
教
育
、
医
療
、
公
共

住
宅
の
た
め
の
財
政
支
出
を
拡
大

す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

内
需
拡
大
に
つ
い
て
は
「
中
国

の
経
済
発
展
の
長
期
的
戦
略
で
あ

り
、
均
衡
の
と
れ
た
経
済
発
展
を

促
進
す
る
た
め
の
基
礎
的
手
段
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
消
費

拡
大
に
つ
な
が
る
政
府
の

支
出
を
増
や
し
、
低
所
得

の
都
市
部
住
民
や
農
家
へ

の
補
助
を
拡
大
す
る
」
と

述
べ
、
中
国
の
特
色
あ
る

社
会
主
義
の
建
設
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

全
人
代
・

イ
ン
フ
レ
抑
制
が
最
優
先
事
項

中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

途中入学可（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４８，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は９６，０００円を７２，０００円に割引

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

中国語講座４/４開講
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い
ま
全
国
で
は
、
協
会
本
部
が

提
起
し
た
二
万
人
の
協
会
を
め
ざ

す
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

六
月
に
開
催
さ
れ
る
第
六
十
回

全
国
大
会
ま
で
に
、
な
ん
と
し
て

も
七
百
名
の
府
連
組
織
を
築
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昨
年
は
尖
閣
問
題
を
は
じ
め
友

好
運
動
に
と
っ
て
厳
し
い
年
で
し

た
け
れ
ど
も
、
２
０
１
１
年
を
迎

え
、
日
中
関
係
を
め
ぐ
り
新
た
な

局
面
も
現
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
の
商
店
街
で
も
、
昨

年
一
時
落
ち
込
ん
だ
中
国
人

観
光
客
が
、
春
節
休
暇
を
契

機
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
発
な
日
中
関
係
に

対
応
し
う
る
府
連
組
織
に
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

大
阪
府
連
で
は
支
部
の
強
化
と

再
建
に
力
を
入
れ
、
支
部
の
再
建

で
は
福
島
に
「
支
部
準
備
会
」
を

作
る
べ
く
数
回
、
地

元
の
会
員
さ
ん
や
企

業
・
団
体
の
方
を
訪

問
し
ま
し
た
。
府
連

事
務
所
か
ら
も
近
い

地
域
で
す
の
で
、
支

部
の
再
建
が
出
来
る

よ
う
奮
闘
し
て
い
ま

す
。

ま
た
「
日
中
春
の
ど
い
」
に
参

加
さ
れ
た
東
大
阪
の
方
や
西
支
部

の
文
化
行
事
に
参
加
さ
れ
た
方
が

新
し
く
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
４
月

か
ら
開
講
さ
れ
る
中
国
語
講
座
で

も
協
会
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

組
織
の
強
化
で
大
会
を
迎
え
よ
う

福
島
支
部
準
備
会
の
活
動
始

二
月
二
十
日
の
朝
の
二
時
間
半
は

長
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
太
極
拳
特
別
練
習
会
に
参
加
し

た
、
初
心
者
の
Ｓ
さ
ん
か
ら
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

『
「
指
を
差
込
み
・
・
す
く
い
・
・

口
に
入
れ
る
・
・
の
を
や
め
て
指
を

指
す
」
太
極
拳
の
基
本
は
シ
ュ
ワ
イ

シ
ョ
ウ
・
・
こ
ま
の
運
動
！
何
度
も

丁
寧
に
や
さ
し
く
教
え
て
い
た
だ
け

る
の
で
す
が
、
中
々
思
う
よ
う
に
手

が
、
足
が
、
腰
が
動
き
ま
せ
ん
。
硬

い
硬
い
・
・
・
！
力
が
抜
け
ま
せ
ん
。

先
生
が
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
な
が
ら

「
一
の
型
」
を
習
い
ま
し
た
。
何
度

も
何
度
も
繰
り
返
し
や
る
う
ち
に
、

な
ん
と
か
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
最

後
に
は
ペ
ア
を
組
み
「
一
の
型
」
を

行
い
ま
し
た
。
太
極
拳
は
奥
が
深
い

し
、
本
当
に
難
し
い
で
す
。

で
も
、
体
の
弱
い
人
も
子
供
も
お

年
寄
り
も
、
幅
広
く
で
き
る
こ
と
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
西
支

部
の
先
生
方
皆
さ
ん
が
優
し
く
丁
寧

に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
な
ん

と
か
つ
い
て
い
け
ま
す
。

早
く
二
四
式
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
』

思
う
よ
う
に
手
・
足
・
腰
が
動
か
な

い

一の型を練習する指導員の皆さん

日
中
友
好
協
会
主
催
の
全
国
き

り
え
コ
ン
ク
ー
ル
は
第
四
三
回
を

迎
え
ま
す
。
作
品
を
よ
り
一
層
深

め
る
た
め
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
四
月
一
三
日
、

審
査
は
四
月
二
四
日
で
す
。

連
絡
先
は
大
阪
府
連0

6
-
6
3
7
2
-
8
1
3
1

全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

今
中
東
で
は
民
主
化
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一

連
の
発
端
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
の

失
業
、
物
価
高
（
イ
ン
フ
レ
）
に

加
え
、
不
正
蓄
財
な
ど
へ
の
不
満

が
爆
発
し
た
も
の
で
す
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
始
ま
り
エ
ジ
プ

ト
か
ら
シ
リ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、

リ
ビ
ア
へ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
一
瞬
の
う
ち
に
中
東
全

域
に
広
が
り
ま
し
た
。
長
年
抑
圧

さ
れ
て
き
た
国
民
の
不
満
は
、
民

主
化
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
を
中
心
に
対
す
る
パ
レ

ス
チ
ナ
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
利
用

し
和
解
を
成
し
遂
げ
、
ア
ラ
ブ
周

辺
諸
国
と
の
協
調
を
目
指
し
石
油

戦
略
と
し
て
、
親
ア
メ
リ
カ
勢
力

圏
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

三
〇
数
年
に
わ
た
り
、
ム
バ
ラ

ク
大
統
領
を
影
に
日
向
に
支
援
し

て
き
た
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、
民
衆

の
怒
り
を
目
の
当
た
り
に
し
、
情

勢
分
析
で
は
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
、

民
衆
の
側
に
理
が
あ
り
と
見
て
と

り
、
そ
の
変
わ
り
身
の
早
さ
は
さ

す
が
で
す
。
次
の
新
政
権
に
影
響

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
画
策
し
は

じ
め
て
い
ま
す
。

中
国
は
中
東
混
乱
の
原
因
で

『
一
党
独
裁
崩
壊
』
な
ど
と
報
じ

ら
れ
る
事
は
た
だ
事
で
は
な
い
の

で
す
。
以
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、

検
閲
政
策
（
金
盾
工
程
）
と
し
て

有
害
情
報
を
遮
断
す
る
処
置
を
取

り
、
混
乱
を
回
避
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
情
報
は
隠
し
通
す
事
は

出
来
ま
せ
ん
。
国
民
の
『
物
価
、

就
職
、
貧
富
の
差
、
汚
職
、
住
宅

高
』
等
へ
の
不
満
に
は
、
時
間
は

か
か
っ
て
も
、
社
会
主
義
を
目
指

す
な
ら
、
こ
れ
ら
の
社
会
矛
盾
を

早
急
に
改
善
す
る
道
筋
を
示
さ
な

け
れ
ば
、
不
測
の
事
態
『
ジ
ャ
ス

ミ
ン
革
命
』
が
、
民
衆
を
混
乱
に

巻
き
込
む
の
で
す
。

（
常
任
理
事
・
松
原
弥
寿
夫
）

民
主
化
に
揺
れ
る
中
東
情
勢

ア
メ
リ
カ
の
変
わ
り
身
と
中
国

昨年は東京で開催されました


